
 

 

 
 
 メキシコへの誘い：歩行記 18  
 
 

ぶらりメキシコ一人旅 

メキシコの桃源郷：ウエホツィンゴ=プエブラ州 
（Huejotzingo） 

 

メキシコ・日本アミーゴ会 会員 

写真家・ルポライター 阿部修二 
  

はじめに 
スペイン語もほとんどできない無謀なメキシコの旅での失敗は数

あるけれど、ウエホツィンゴでのそれは今も忘れることはできない。   
この町にある旧修道院・教会の不思議な十字架を見たいと思って、

メキシコ市のバス東駅から高速道路でプエブラ市に向かい、そこでロ

ーカルバス（メキシコ行き 2 等バス）に乗り換えてウエホツィンゴに

向かおうとしたのだが、どうしたわけか元のメキシコ市東駅に戻って

きてしまったことがあった。目的地はプエブラから 15ｋｍ程の所だ

ったが、降車地ウエホツィンゴと判らず、今か今かと思っている内に

メキシコ市に戻って来てしまったのだ。メキシコのバスは、停留所に

着いても運転手が地名を告げてくれることはない。知らない土地では

乗車時に目的地を運転手に告げておく必要があることをこの時に学んだのだった。東駅の改札係はプエブラ

にいるはずの日本人の私を覚えていて、4 時間後、再び高速バスチケットを持ってバスに乗ろうとする私を

見て驚いていた。 
私のこうしたミスは、ウエホツィンゴのソカロ（中央広場）の東の一画に旧修道院・教会があると思い込

んでいたために起こったことだった(注：植民地時代の教会の主祭壇をエルサレムの方角に設置しようと意図

し、修道院・教会をソカロ東側に面した区画に建設された）。バスは確かにソカロ東側で停車したのだが、そ

こからあの修道院・教会が見当たらなかったためにスルーしてしまったのだった。 
 プエブラ州都プエブラからメキシコ市に向かう国道 190 号線沿いにあるウエホツィンゴの町は、リンゴの

発泡酒シードラの産地として有名だ。近くには平坦な土地を利用したプ

エブラ国際空港があるが、プエブラとメキシコ間に高速道路ができたた

めに、この町は忘れ去られがちだ。平らな耕作地帯を突き抜けるユウカ

リに似たアルカンテールの古木の並木道から煉瓦を焼く煙が立ち上って

いるのが見える。そう言えば、この辺りはタラベラ陶器の生産地でもあ

るのだ。焼き物によい土がここから出るようだ。 
 さて、再挑戦のバスはウエホツィンゴのソカロで止まった。シードラ

や果実の蜂蜜漬けを売っている店の前だった。辺りをきょろきょろした

が、旧修道院・教会が見あたらない。土産物屋に入り、女性店主に旧修道院・教会はどこかと尋ねてみた。

彼女はご親切にも店先にまで出てきて、190 号線を隔てた先に見える参道を教えてくれた。セニョーラに礼 

2026 年 4 月 
通巻第 66 号 

季刊 2026 –Ⅱ 
www.mex-jpn-amigo.org 

 
発行人：河嶋正之 
編集人：河嶋正之 
事務局：吉野 隆 

○C2026TomTom 

町の中心にあるシードラ醸造所 

＝ 目 次 ＝ 
1.メキシコへの誘い：「ぶらりメキシコ一人旅 18 －メキシコの桃源郷ウエホツィンゴ」  アミーゴ会 会員   阿部修二  …1 
2.講演会 2025 年：｢大航海時代の日本とメキシコ①―メキシコ副王府の東アジア進出｣ 神田外語大学名誉教授 柳沼孝一郎 …5   
3.メキシコ短信：「シェインバウム大統領：支持率 70％」(El Financiero 紙 3 月世論調査)   …4      あとがき  …7 

メキシコ・日本アミーゴ会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アミーゴ会だより　 2026年4月　　1/7

http://www.mex-jpn-amigo.org/


を言い、道を横

切ると、まさし

く胸壁のある教

会のいかめしい

外壁と門が見え

た。門は参道よ

り二、三メート

ルほど高い。ほ

とんど起伏のないこのウエホツィンゴの町で、この

高低差はどうしてできたのだろうか。 
 中央の階段を上ってアトリオと呼ばれる教会の前

庭に立ったが、月桂樹や杉の木立が大きく枝を広げ、

四隅には豊かな装飾を持つポーサと呼ばれる御堂が

配置されているのが見える。真っ直ぐに伸びる参道

の先に胸壁の冠を載せた旧修道院・教会の建物の一

部が見えている。 
修道院設置の謎 

 被征服後間もない 1526 年、フランシスコ修道会

はメキシコにロス・ドーセと呼ばれた 12 人の修道

士を送り込んでいる。ロス・ドーセはキリストの 12
聖人をあやかったものだが、彼らはまず、広い新領

土の四カ所に修道院を設置した。その四カ所とは首

都テノチティトランと第二の都市テスココ、征服に

貢献したトラスカーラとこのウエホツィンゴである。 
彼らは先住民のキリスト教化を急いでいたから、

人口密度の高い所に修道院を設置しようと考えた。

ところがその一カ所にウエホツィンゴが選ばれたの

である。この町はコルテスの国王に宛てた『報告書

簡』には全く出てこないし、ベルナール・ディアス

の『メキシコ征服記』でもほんの数カ所にでてくる

だけの、きわめて印象の薄い町である。では、なぜ

この町が選ばれたのだろうか。 
 町を東に歩いてみ

ても西に歩いてみて

も、15 分も歩けば整

然とした果樹畑や耕

作地が拡がる平坦な

農村地帯である。家

並みは国道沿いに張

り付いているが、奥行きはあまりない。現在でこそ

人口 3 万人の町だが、コルテスによる大虐殺のあっ

たチョルーラは当時で 10 万を抱える大都市であっ

たというから、それと比べたら小さな町だったと想

像する。本来ならば改宗可能な人口の多いチョルー

ラに修道院・教会を設置するべきだが、私は次のよ

うに考えたい。 
当時、アステカ王国と同盟関係にあったチョルー

ラの町は、コルテス軍とその同盟国トラスカーラ軍

との戦いで壊滅状態にあり、チョルーラに修道院を

建設するにはあまりにも荒廃し疲弊しすぎていた。

加えて怨念を抱えた町民の仕返しを修道士たちも当 
然危惧していた。以上の理由からウエホツィンゴに

修道院・教会をまずは設置して、そこを拠点に修道

士達がチョルーラに出向き、傷ついた町民の救済と 

改宗をするとともに、本誌 2015 年 1 月の連載第 13
回で紹介したチョルーラの完璧な要塞型修道院・教

会建設の準備をしていたのだと想像する。 
 ウエホツィンゴの当初の修道院・教会はもちろん

領主の館を利用したか、急ごしらえの簡素な建物で、

銃や太刀を持つ兵に守られた僧院だったと思う。今

日見ることのできる修道院・教会は 1562 年完成の

建物で、チョルーラ

の修道院に遅れる

こと 13 年だが、そ

のころには改宗す

べき先住民が人口

破壊をおこして激

減していた。ヨーロ

ッパから新天地に入植する修道士の数がふえ、どん

な小さな町にも修道院・教会が建てられていたのだ

が、ウエホツィンゴの修道院・教会はそうした時代

に完成した。先住民の反抗を危惧した徹底的な要塞

型の建物とは異なり、教会の上部に張り巡らされた

三角形の胸壁のせいか、一見柔和に見えるものとな

った。 
 その修道院・教会は、起伏のないウエホツィンゴ

の町の、ソカロから 50 メートルほど東に奥まった、

一段高くなった所にある。平らなこの辺りの地形か

ら推測すれば、建設地は人工的に盛り土されたもの

と考えられる。おそらく、ここにあったピラミッド

に使われていた残土を、修道院の敷地の嵩上げに再

利用したのではないだろうか。 
ふたつの不思議な十字架 

 修道院・教会への参道で探していた十字架を見つ

けた。柱と腕のどちらにもいくつもの木の節の様な

ものが付いている石の十字架だ。直感的にソテツの

幹を模した十字架だと判る。

ウエホツィンゴ族がコルテス

の支配を受けるとスペイン人

は征服の印としてピラミッド

の上に急ごしらえのソテツの

幹を組み合わせた十字架を立

てた。当時、スペイン人が邪

教と蔑んでいた先住民の宗教

を根絶するために、修道士達

は教会をその十字架のあった

ところ、つまり人身御供の行われていたピラミッド

神殿のあった場所に建てるのが常だったが、おぞま

しいその地点を避けて教会の身廊をわずか東にずら

して建てている。 
 さてウエホツィンゴの十字架だが、1562 年に完成

した前述の修道院・教会を建て替えた時にでも、そ

のソテツの十字架が石の彫刻に彫り起こされたのだ

と私は思う。その十字架の足下にはやはり石彫の茨

が複雑にからまっている。成熟した石の文化を継承

してきたメキシコ先住民のリアリズムの彫刻である。

すっかり教化されたウエホツィンゴの石工の腕の見

せ所だった。 

敷地が一段高い 
修道院・教会と正門 

教会(左)と修道院(右) 

町の周辺は果樹園と耕作地 

ソカロを向く 
教会前の十字架 
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 私はこの不思議な風貌の十字架をもう一つ、町役

場に行く途中のソカロの中で見つけた。それは先述

した主祭壇と先の十字架の延

長線上にあり、大きさは先に挙

げたもののほぼ二倍である。そ

れも先住民のピラミッドを模

した台座の上に乗っている。そ

の位置はソカロの中心からわ

ずかに逸れ、ソカロ西にある町

役場よりの木立の中にある。私

は直感的にこれらの位置関係

に意味があると思った。 
 これまでメキシコの

教会真正面に設置され

た十字架をたくさん見

てきた。いずれも十字

架は教会正面、主祭壇

を向いて建てられている。だが、このウエホツィン

ゴの修道院・教会の十字架はソカロにあるもう一つ

の十字架の方を向いている。さらにそれに呼応する

ようにソカロの十字架は教会の方を向いている。推

測するにかつてウイホツィンゴには、２つの重要な

ピラミッドがあったのだ。 
 植民地メキシコの都市計画に沿って修道院・教会

をソカロ東の一画に配置すれば、ソカロの十字架は

その敷地からはみ出してしまう。ふたつの十字架の

関係を保持するために、修道院・教会の敷地を 50m
ほど東に移したことによって、他に例を見ない珍し

いレイアウトになってしまったのだ。 
開放型礼拝堂の怪 

 鐘楼を戴いた教会の南には修道院が配置されてい

る。さらに教会の北には開放型礼拝堂が位置してい

た。だが今では見られない。想像するにその礼拝堂

は野外音楽堂のような半円ドームのものだったよう

だ。正面側から支える壁を持たないために地震に弱

い構造で、火山ポポカテペトルの近くにあるために、

地震か何かで崩落した可能性がある。 
メキシコの各地で崩落した開放型礼拝堂をいくつ

も見てきた。私が最初にここを訪れた 1988 年頃に

はすでに開放型礼拝堂はなく、教会の北側の空き地、

そして背後から教会を撮影することができたが、そ

の後 10 年ぐらい経ってから訪ねたときには教会の

北側が壁でふさがれて勝手に中に入れなくなってい

た。メキシコ政府もようやく植民地時代の修道院・

教会の美術的価値、歴史遺産に気がつき、博物館と

したのだった。 
 今日、ウエホツィンゴの開放型礼拝堂を見ること

はできないが、前庭の四隅に配置されているポーサ

と呼ばれる御堂から想

像すると、レリーフ装

飾の豊かな建物であっ

たにちがいない。ポー

サはミサの行進のお休

み所や先住民の子供の 

教育に使われたが、これほど凝った造りのポーサは

珍しくウエホツィンゴの自慢の一つだ。 
モノクロームの壁 

 玄関の重い扉を押して教会の中に入ると、16 世紀

のカビの臭いが鼻を突いた。休日は別にして、普段

は訪れる人もいない田舎町の教会はご多分に漏れず

寒々としている。スペイン人がメキシコに持ち込ん

だ版画刷りの壁紙の見

本帳を真似て、ウエホ

ツィンゴの先住民が描

いたと思われるモノク

ロの帯状装飾が残され

ているが、内壁を被っ

ていたフレスコ画は時

間の風雪に耐えられなかったようで、今はかすれて

よく見えない。 
 ところが 18 世紀のメキシコで流行した螺旋の飾

り柱のある壁型祭壇の後ろから、16 世紀にモノクロ

で描かれた迫害を受けるキリスト教徒たちの壁画が

顔を出した。その壁型祭壇が壊れなければ見ること

ができなか

ったこの壁

画は、白と

黒の衣装に

目出し帽を

つけたアメ

リカの反黒

人秘密結社

Ｋ・Ｋ・Ｋ

を想起させ

るもので、

教会の内壁

一杯にこんな絵が描かれているのを見たら、さぞか

し気味がわるかっただろうと想像する。被征服後、

「封印された半世紀」に生きた人々がこのモチーフ

の意味を理

解して描い

たものか、

それとも修

道士が持っ

ている教化

用のテキス

トを単に真

似て描いた

のかは分か

らない。 
 植民地時代の博物館になっている修道院の回廊

には沢山のモノクロームの壁画が残されている。先

述のロス・ドーセの絵やマリア御出現の絵が、まる

で水墨画のように描かれていて、イエスが誕生した

中東や太陽の国メキシコというより、中国や日本の

感性を強く感じる。 
修道院内をゆっくり見学し、南に配置された耕作

地に出た。1 ヘクタールは優にある広い耕作地を町 

教会の方を向く

ソカロの十字架 
 

前庭の見事な装飾のポーサ 

修道院から参道

とソカロを見る 

暗い堂内と修道院への門 

祭壇の裏から出てきた白黒の壁画 

門衛所控え室 ロス・ドーセの壁画 
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の中心に持ち、修道士たちは自給自足の生活をして

いた。新天地での宣教の使命感に燃えた修道士たち

の充実した毎日の生活と、この巨大な修道院・教会

を建設するために先祖伝来の土地を奪われ、辛い労

役に苦しむ先住民の悲嘆の姿が私の網膜に多重露

光されて消えない。 

 メキシコ短信：政治  
シェインバウム大統領：70％支持 

シェインバウム大統領は 2024 年 10 月にメキシ

コ初の女性大統領として就任以来、各種世論調査で

70％近辺の高い支持率を安定的に獲得している。 
金融紙 El Financiero の 3 月調査(4 月 6 日付電子

版)でも、支持が 70％、不支持が 29％だった(図 1)。
2 月調査は支持 72％だったが、これは麻薬組織の

大ボス逮捕を反映とのこと。 
図 1.シェインバウム大統領の支持率推移(％) 

出所: Encuesta EF: Aprobación a Claudia Sheinbaum registra 70% en marzo – El Financiero 
 

 政策課題別の評価は、経済政策の支持が 2 月の

56％から 3 月に 53％に低下し、不支持は 39％から

42％に上昇した。腐敗対策は不支持が 79％と高止

まりし、支持は 19％と低迷している。公共の安全

対策は 3 月に不支持が 53％に増え、支持が 42％に

減った。他方、組織犯罪対策の支持が 19％と低く、 
図 2.政策課題別評価の推移(％) 

不支持が 77％と

高い。反面、生

活支援 (社会 )政
策は支持が 70％
と高く評価され、

不支持は 25％と

低い (図 2)。 
北の大国・米国との関係について、良いとの評価

が 3 月は 31％と 2 月から 4％ポイント増え、悪い

は 10％ポイント減の 51％となった。隣国大統領と

の個人的関係構築努力も、良いが 3 月に 32％と 7％
ポイント増え、悪いが 10％ポイント減の 51％とな

った(図 3)。「北の理不尽」に国を挙げて立ち向かう

シェインバウム政権の取り組みを、メキシコ国民が

評価する傾向が徐々に強くなっている。【完】 
図 3.対米関係の評価(％) 

阿部修二会員に｢ぶらりメキシコ一人旅｣と題してメキシコあ

ちこちを訪ね歩いたエッセイを2022年1月より毎月連載して

いただいています。 

第 1 回：トラスカーラ 

第 2 回：ケレタロ 

第 3 回：ハルパン＆コンカ 

第 4 回：ランダ､ティラコ＆タンコヨル 

第 5 回：シリトラのエドワード・ジェイムスの庭 

第 6 回：イダルゴ州の奥座敷｢良く肥えた土地｣アクトパン 

第 7 回：イダルゴ州の奥座敷 2：サン･アンドレス･ 

ティアンギステンゴ 

 第 8 回：イダルゴ州のもう一つの奥座敷 3:イスミキルパン 

 第 9 回：テポツォトラン 

 第 10 回：ヒロテペック 

 第 11 回：サン･フアン･デル･リオ 

 第 12 回：アコルマンとテオティワカンと 

第 13 回：偽ケツァルコアトル神と古都チョルーラ 

 第 14 回：プエブラ（ロ）＝村という大都市 

 第 15 回：おとぎの国アカテペック=プエブラ 

 第 16 回：なんだぁ?これは!トナンツイントラ 

 第 17 回：花の絨毯アトリスコ 

 第 18 回：桃源郷ウエホツィンゴ 

阿部さんは 2005 年よりアミーゴ会会員。1947 年岩手県花巻

市生まれ。岩手大学工学部卒及び桑沢デザイン研究所ビジュ

アル・デザイン科卒。日本写真家協会元会員。メキシコ教会

美術に惹かれ 1986 年より毎年渡墨。2005 年以降 4 冊のメキ

シコ関係書籍を発行。最新作は『先住民のメキシコ―征服さ

れた人々の歴史を訪ねて』(2021 年 9 月刊 明石書店)です。 

 

[写真転載不可] 
＜編集部＞ 

【注：掲載写真の細部をご覧になるときには 

    ＰＣ画面で拡大してお楽しみください。】 

修道院の耕作地と雨水道橋 

修道院は町中に広大な敷地を持っていた 

2026年3月 支持70％ 

不支持 29％ 

1 月 2 月  3 月 
2026 

【連載その 18完】 

墨米二国間関係 

大統領の個人的関係構築 

悪い 

良い 

良い 

悪い 

経済政策 

腐敗対策 

公共の安全政策 

組織犯罪対策 社会政策 

良い 

良い 

良い 

良い 
良い 

悪い 

悪い 

悪い 

悪い 悪い 
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 メキシコ歴史文化講演会：2025年第2回 ①  
 

大航海時代の日本とメキシコ ① 

ヌエバ・エスパーニャ(メキシコ)副王府の東アジア進出 
 

神田外語大学名誉教授 ・ 理事 

メキシコ･日本アミーゴ会幹事   

柳沼孝一郎 
 

         はじめに 
ヨーロッパ世界にとってアジアは未知の領域であったが、マルコ・ポーロの『東方見

聞録』によって黄金の島シパンゴ（Cipango：日本）をはじめカタイ（Cathay：中国）

への関心が高まり、アジア到達が試行された。そうしたなかで、イベリア半島からイス

ラム勢力を一掃した国土回復運動（レコンキスタ Reconquista）、ルネッサンスの興隆、

さらに宗教改革を達成させた激しいエネルギーは冒険精神をかきたて、「大航海時代」

が生まれた。それは、イベリア両国すなわち、ポルトガルのエンリケ航海王子によるア

フリカ西岸探検、バルトロメウ・ディアスによる「喜望峰」の望見、ヴァスコ・ダ・ガ

マのインド到達、そしてスペインのイサベル女王とクリストフォロ・コロンボ（コロン

ブス）による 1492 年のアメリカ大陸到達を機に進展した。 
イベリア両国は、ローマ教皇アレクサンデル 6 世からの異教徒の地の発見と領有およびキリスト教化の奨

励を背景に、1494 年に締結された「トルデシリャス条約」1) を契機として世界を二分するかのように発見

探検活動を展開し、東洋の富とりわけ香料を求めて乗り出していった。こうしてポルトガルはアフリカ大陸

西岸を南下、喜望峰を迂回してインドに達する「東廻り航路」を拓き東アジア進出を遂げ、一方「西廻り航

路」を駆ったスペインは、新大陸到達後にヌエバ・エスパーニャ Nueva España（「新しいスペイン」、現在

のメキシコ）やペルーに確固たる植民地を築き、太平洋へと運動を移行させ、フィリピン諸島を領有し東ア

ジア進出を遂げた。こうした状況下に日本では、織田信長と豊臣秀吉の織豊時代から徳川幕府初期にかけて

キリスト教の伝来と南蛮貿易を通して「南蛮文化」が伝播され、「キリシタンの世紀」と呼ばれる一時代が築

かれ、日本は中世から近世への移行期を迎えた。 
本稿は、「大航海時代の日本とメキシコ」について、①ヌエバ・エスパーニャ（メキシコ）副王府の東ア

ジア進出、②豊臣秀吉政権とマニラ総督府の関係、③徳川家康幕府とマニラ総督府の関係、④徳川幕府と

メキシコ副王府の関係、の４つの視点から考察するものである。 
スペイン王室の香料諸島への航路開拓試行 

コロンブスは 1504 年の第 4 回航海で、香料諸島モルッカ(Molucas) に到る海峡もしくは水路を求めて中

米地域の大西洋沿岸を探検航海した。モルッカ（ポルトガル語でマルコ Maluco）諸島は丁字（クローブ）

の産地であり、ポルトガル王室がバルトロメウ・ディアスの航海によって「香料貿易」を重視し、ヴァスコ・

ダ・ガマによってインドとの香料貿易を可能にする航路が拓かれたからでもあった 2)。 
スペイン王室は探検航海を奨励し、フアン・ディアス・デ・ソリスらによってメキシコ湾の海峡発見が試

行された。さらに、東洋へ通じる海峡を発見するべくアメリカ大陸沿岸が探索され、1513 年にバスコ・ヌニ

ェス・デ・バルボアはパナマ地峡を踏破したのち「南の海(Mar del Sur)」すなわち太平洋を発見した。しか

し、太平洋に繋がる海峡や水路は発見できなかった。ソリスはさらにブラジル沿岸からアルゼンチンのラ・

プラタ川まで南下し海峡発見を試みたが同地で他界、新大陸にはアジアに通じる海峡も水路も存在しないこ

とが明らかにされただけであった。 
ロアイサ派遣隊とメキシコ副王府への移管 

フェルナン・デ・マガリャンエス（マゼラン）の一行によって 1522 年世界周航が達成されると、カルロ

ス１世（神聖ローマ皇帝カール 5 世）のスペイン王室内では太平洋への関心が高まり、航海の管理運営を担

う商務院（カサ・デ・コントラタシオン：Casa de Contratación）が新設された。マゼラン航路をたどり、

香料地を目指す船団が編成され、指揮官に聖ヨハネ騎士修道会のサン・フアン・デ・ロダス騎士団長ガルシ

ア・フォフレ・デ・ロアイサ(García Jofre de Loayza)を任命、首席水先案内人としてマゼラン隊に参加した

フアン・セバスティアン・エルカーノ(Juan Sebastián Elacano)が乗船することになった。 
旗艦のサンタ・マリア・デ・ラ・ビクトリア号など計 7 隻、総員 450 名で編成されたロアイサ船隊は、1525

年にスペイン北西部のラ・コルーニャを出帆、ホーン岬を発見し、翌 1526 年に太平洋に入った。途中、総

指揮官のロアイサが死去、後を継いだエルカーノも病死したが、ついにラドロネス島に、翌 1527 年 1 月 1
日にティドーレ島に到着した。 
しかし、フィリピン諸島さらには香料諸島への航海の試みはすべて失敗に終わった。スペインから 12 隻、

メキシコから 3 隻が出帆したが、スペインに帰還できたのはマゼラン隊のビクトリア号のみで、探検航海に 
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参画したおよそ 1,200 名のうち生還できたのはわ

ずか 100 人あまりであった。スペインからの航路

開拓の試行がいかに犠牲を伴う事業であるかが問

われ、東洋の富を目指す太平洋探検事業は本国王室

からスペイン領アメリカに移管され、船隊派遣はす

べてメキシコ副王領およびペルー副王領から実施

されることになった。 
エルナン・コルテスの香料諸島発見の試み 
1521 年にアステカ王国を攻略した征服者（コンキ

スタドール： conquistador）のエルナン・コルテス

(Hernán Cortés)は太平洋に着目し、香料地への航路

発見の探検隊を派遣した。コルテスはスペイン国王

カルロス 5 世に、香料地を目指しメキシコから航路

を拓くべき旨を報告、太平洋諸島の探検および香料

諸島の領有のための帆船建造を目的として 1524 年

に太平洋岸のテワンテペックに造船所を設置し香料

諸島発見に乗り出した。 
1527 年 7 月 1 日、コルテスの親族にあたるアル

バロ・デ・サアベドラ・セロンが率いる船隊が香料

諸島を目指して出帆した。12 月 15 日にマーシャル

群島を望見し、旗艦フロリダ号は 12 月 29 日にラド

ロネス島に到着、マリアナ諸島と命名したのちミン

ダナオ島を経由してティドーレ島に安着した。次い

でサアベドラは救援を要請するべく、翌 28 年にメ

キシコに向けて出帆したが、ティドーレ島に帰還を

余儀なくされ、翌年に病死した。 
フィリピン諸島の領有 

ビリャロボス遠征隊とレガスピ遠征隊 
香料地への遠征隊を準備中であったヌエバ・エス

パーニャ（メキシコ）初代副王アントニオ・デ・メ

ンドサ(Antonio de Mendoza、在位 1535~50) 3) は
航海者で宇宙地誌学者のルイ・ロペス・デ・ビリャ

ロボス(Ruy López de Villalobos) を指揮官に任命

した。ビリ

ャロボスは

5 隻の帆船

と総勢 370
名からなる

船隊を率い

て 1542 年

11月 1日に

ラ・ナビダ

ー港を出帆、

2 ヵ月半後

にレイテ島

に到着、ス

ペイン国王

カルロス 1
世の嫡子フ

ェリペ王子の名に因みフィリピナス（Filipinas：フ

ィリピン）と命名した。その後、ミンダナオ島を領

有し、国王カルロスの名からセサレア・カローリ

(Cesárea Caroli) 島と命名した。 
ビリャロボスは中国および日本に接近しつつあっ 

たポルトガル勢力に対抗しうるための拠点を建設す

るべく、メキシコへの帰還を試みたが断念、ポルト

ガルに救助を求めてモルッカに渡り、イエズス会宣

教師の聖フランシスコ・ハビエル(San Francisco 
Xavier：ザビエル) らに迎えられ 4)、ザビエルに看

取られながらアンボイナ島で他界した。ビリャロボ

ス遠征隊のフィリピン諸島の領有は達成されたもの

の、メキシコへの帰還は失敗に終わった。 
フェリペ 2 世は即位するとフィリピン植民地計画

を強力に推進した。メキシコ第 2 代副王ルイス・デ・

ベラスコ(Luis de Velasco、在位 1556~98) 宛てに

1559 年 9 月 24 日付で書簡を認め、香料諸島モルッ

カを領有し、メキシコまでの帰航路を証明するよう

命じた。 
国王はまた、メキシコ市のサン・アグスティン修

道院に逗留していたアウグスティヌス会修道士アン

ドレス・デ・ウルダネタ(Andrés de Urdaneta) に
書簡を送付し、首席水先案内人の資格で派遣隊に同

行するよう要請した。かつてロアイサ船隊に参加し

たウルダネタは太平洋航海を熟知しており、カルロ

ス国王に北方を航行しヌエバ・エスパーニャに帰還

する「大圏航路」、すなわち、赤道付近では東から西

にいわゆる貿易風(trade winds) が吹き、赤道の北

緯 40 度以北では逆方向の風が吹いているという航

海理論を論じていたのであった。 
1564 年に副王が死去したために、最高司法機関で

ある聴訴院（Audiencia：アウディエンシア）にて

協議され、総司令官に 30 年以上にわたってメキシ

コ副王府に仕えた老練な役人ミゲル・ロペス・デ・

レガスピ(Miguel López de Legazpi) が任命された。

レガスピ派遣

隊は 5 隻の大

型帆船、首席

水先案内人の

ウルダネタは

じめ地誌学者

のラダ神父、

さらにアウグ

スティヌス会

修道士ら総勢

380 名で編成

された。 
ビリャロボ

ス航路をたど

り、最短距離

でフィリピン

諸島に到達し、

本拠地ないし

は植民都市を

建設したうえ、

香料を獲得し、帰航路を発見するという重要任務を

帯びたレガスピ遠征隊は 1564 年にラ・ナビダー港

を出帆、翌65年1月24日にラドロネス諸島に到着、

2 月 20 日にはサマル島に上陸し、国王フェリペ 2
世の名において正式な同島および諸島のスペイン領 

ビリャロボス (Wikipedia より) 
レガスピ (Wikipedia より) 
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有を宣言したのち、4 月 27 日にセブ島に到着、同島

に東洋で最初のスペイン植民都市を建設しフィリピ

ン諸島の領有が達成された。 
東アジア進出の拠点確立 

ウルダネタの帰航路の発見 
レガスピはその後、メキシコへの帰航路

(tornaviaje：トルナビアへ)を探索すべく、1565 年

6 月 1 日、孫のフェリペ・デ・サルセドおよびウル

ダネタらが率いるサン・ペドロ号を派遣した。東洋

の物産を満載し、サン・ベルナディーノ海峡を通過

したのちに太平洋に出て、黒潮に乗り北東に向け航

行し、北緯 39度 30 分まで北上し大圏航路をとった。

その後 27 度 12 分まで南下し、9 月 26 日にアルタ・

カリフォルニアの沿岸を望見、10 月 3 日にサン・デ

イエゴ要塞で護られたアカプルコ港に安着した。こ

うしてウルダネタの航海理論が証明され、帰航路が

確立されるとメキシコと東アジアの航海は容易にな

り、東アジア進出に一層拍車がかけられた。 
セブ島に残留した

レガスピがフィリピ

ン諸島の完全征服に

奮闘していたころ、

1566 年にサン・ヘロ

ニモ号が救援物資を

満載して到着、1569

年には孫のサルセド 
が援軍を従えてフ

ィリピンに安着、レ

ガスピはセブ島総督

に任命されフィリピ

ン諸島の本格的な植

民地化に着手した。 
1571 年 1 月 1 日、

レガスピはスペイン

の拠点としてサンティシモ・ノンブレ・デ・ヘスス

(Santísimo Nombre de Jesús) を建設、アウグステ

ィヌス会修道士たちは修道院を建立し、スペインの

フィリピン植民地の基盤が築かれた。この地はのち

にヌエバ・カスティーリャ(Nueva Castilla) と命名

され、同年 6 月 24 日にマニラが建設された。 
レガスピが病死した 1572 年 8 月当時、フィリピ

ン諸島のほぼ全域がスペイン領に組み込まれ、マニ

ラはスペイン帝国の東アジアにおける重要な貿易拠

点となった。太平洋の往復航路の発見によって、メ

キシコ副王府が管理・運営するフィリピンを軸とす

るアジアと、メキシコを核とするアメリカ大陸、ス

ペイン本国のヨーロッパの三大陸が連結され、その

体制下に確立された新大陸貿易および太平洋ガレオ

ン船貿易はスペイン王室の財源の一翼を担った 5)。 
結びに 

1549 年 8 月 15 日（天文 18 年 7 月 22 日）、ポル

トガル国王ジョアン 3 世からアジア伝道の要請を受

けたイエズス会のフランシスコ・ザビエルとコス

メ・デ・トーレス (Cosme de Torres)およびフアン・ 

フェルナンデス (Juan Fernández)の 3 名のスペイ

ン人宣教師一行がアンジロウ（またはヤジロウ：弥

次郎）という日本人の従者とともにキリスト教を広

めるべく鹿児島に上陸した。翌 1550 年にポルトガ

ル船が平戸に入港すると、領主は自らキリシタン（切

支丹：cristiano キリスト教徒）となり入信者が増加

していった。 
こうしてポルトガル人宣教師による布教は成果を

収め、キリシタンは西日本を中心に十数万人にのぼ

り、大友宗麟や大村純忠、高山右近をはじめ多くの

貴人や豪族を数え、イエズス会を擁護するポルトガ

ルは日本伝道と対日貿易において絶対的地位を確立

していった。こうした情勢下に政権を掌握した豊臣

秀吉はメキシコ副王府が管轄するフィリピン・マニ

ラ総督府と強硬外交を展開していった。 
【連載その 1 完】 

≪注≫ 
1) 西アフリカ沖合のベルデ岬諸島から西方 370 レグア（約

2000 キ ロ メ ー ト ル ） の 経 線 を 分 界 線 （ デ マ ル カ シ オ ン

demarcación）として、その東側をポルトガル、西側をスペイ

ンの勢力範囲と画定した。 
2) インド洋交易圏では、インドのマラバル海岸、スマト

ラ北部、ジャワ西部などでは胡椒（コショウ）が、セイ

ロン島（スリランカ）では肉桂（シナモン）、マルコ（モ

ルッカ）諸島では丁字（チョウジ）、バンダ諸島ではニク

ズク（ナツメグ）などの香料が生産、交易されていた。 
3) スペイン王室は国王の代理としてスペイン領アメリ

カに「副王制(virreinato)」を導入、1535 年にメキシコ市

に「ヌエバ・エスパーニャ副王領」を、1542 年にリマに

「ペルー副王領」を、1717 年にボゴタに今日のベネズエ

ラ・コロンビア・エクアドルを管轄する「ヌエバ・グラ

ナダ副王領」を、1776 年にブエノスアイレスに今日のア

ルゼンチン・ウルグアイ・パラグアイを管轄する「ラプ

ラタ副王領」をそれぞれ設置した。 
4) ザビエルは東洋における同国人の失敗をつぶさに見

聞し、ゴアからリスボン在の同志シモン・ロドリゲス

(Simón Rodríguez) 神父に書簡を送り、「金銀島を発見せ

んとしていかに船隊を派遣したところで悉く失敗に帰す

るが故に、ヌエバ・エスパーニャを経由してこれ以上の

船団を遣征せざるべきこと」をポルトガル王を介してス

ペイン皇帝に嘆願するよう依頼した。 
5) 太平洋ガレオン船貿易については、柳沼孝一郎（2021）
「スペイン帝国と太平洋―マニラ・ガレオン船貿易体制の

構築と対日関係」（神田外語大学グローバル・コミュニケ

ーション研究所『グローバル・コミュニケーション研究』

第 10 号、を参照されたい。 
＊「参考文献」は本稿「大航海時代の日本とメキシコ」

の最終号で一括して紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アカプルコ湾 (筆者撮影) 

あとがき：会報｢4 月号｣をお届けします。編集人の怠惰と個

人的事情とが重なりまたも発行遅延。寄稿者と読者にお詫び

します。発行継続には会員の大なる助力と参画が必要です。 
今年度の総会・懇親会を 5 月 23 日(土)にメキシコ料理店で

開催します。メルマガ案内済ですが会員諸兄姉のご参集をお

待ちします。また、昨年好評のメキシコ料理教室の第 2 回

を 8月 2日(日)に品川区施設で開催準備中です。お楽しみに。 
地球上では民主主義の衣を着た独裁者(権威主義者)たちが

闊歩中。安心して暮らせる世界の再構築には私たち一人 
一人が声を上げて行動するとき至れりです。[20260504 か] 

サン・デイエゴ要塞 
(アカプルコ)(筆者撮影) 
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